
最
終
日
、
賛
否
が
分
か
れ
た

議
案
は
議
案
53
号
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
保
護
者
負
担
金
の
引

上
げ
条
例
、
議
案
54
号
奨
学
金

条
例
で
申
請
時
の
所
得
条
件
を

は
ず
す
改
定
、
議
案
55
号
米
原

市
水
道
条
例
の
使
用
料
引
上
げ

の
改
定
と
議
会
の
付
帯
決
議
の

4
件
で
す
。
53
号
は
振
角
議
員

が
反
対
討
論
、
礒
谷
議
員
が
賛

成
討
論
。
54
号
は
反
対
討
論
に

礒
谷
議
員
、
55
号
は
反
対
討
論

に
藤
田
議
員
、
賛
成
討
論
に
堀

江
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
は

53
号
は
反
対
、
54
号
は
賛
成
、

55
号
は
反
対
し
、
決
議
2
号
の

付
帯
決
議
は
引
上
げ
を
容
認
す

る
内
容
で
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
案
は
令
和

6
年
4
月
か
ら
水
道
料
金

を
平
均
改
定
率
20
・
1
％

引
き
上
げ
る
と
い
う
大
幅

な
値
上
げ
で
す
。
こ
の
引

き
上
げ
案
に
つ
い
て
は
一

般
家
庭
で
使
わ
れ
る
13
ミ

リ
、
平
均
水
量
21
立
方
メ
ー

ト
ル
で
は
基
本
料
金
が
30
・

4
％
の
引
上
げ
、
従
量
料

金
は
18
・
4
％
で
平
均
20
・

4
％
の
引
き
上
げ
で
平
均

家
庭
に
厳
し
い
改
定
で
す
。

円
安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
の
影
響
で
物
価
は
依
然

と
し
て
大
き
な
伸
び
を
見

せ
て
い
ま
す
。
こ
の1

0

月

に
も
４
，
６
０
０
品
目
が

値
上
げ
さ
れ
た
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
間
で
２
０
，

０
０
０
品
目
以
上
の
値
上
げ
で

す
で
す
。
消
費
者
物
価
は
7
月

前
年
比
3
・
１
％
。
11
か
月
連

続
3
％
以
上
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
実
質
賃
金
は

16
か
月
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
の
暮
ら
し

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
の
値
上
げ
と
な

り
ま
す
。

今
回
の
引
上
げ
が
実
施
さ
れ

れ
ば
県
下
2
番
目
の
高
額
な
水

道
料
金
と
な
っ
て
き
ま
す
。

令
和
5
年
3
月
29
日
で
水
道
審

議
会
か
ら
答
申
の
あ
っ
た
料
金

改
定
で
、
よ
り
市
民
生
活
に
と
っ

て
必
要
な
水
量
に
つ
い
て
改
定

率
を
下
げ
る
改
定
案
が
提
示
さ

れ
て
い
る
い
ま
す
が
、
十
分
検

討
さ
れ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
収
水
量
の
問
題
な
ど
、

今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
改

善
す
べ
き
点
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
水
道
事
業
は
市
民

生
活
の
基
礎
で
あ
り
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
重
要
イ
ン
フ
ラ
で

す
。
そ
し
て
そ
の
維
持
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市

民
生
活
に
必
要
な
範
囲
の
水
道

料
金
は
、
安
価
で
安
全
な
水
を

供
給
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
、
長
浜
水
道

企
業
団
か
ら
供
給
を
受
け
る
近

江
地
区
と
そ
の
他
の
地
区
と
の

料
金
格
差
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、

住
む
と
こ
ろ
で
料
金
格
差
が
広

が
る
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
納

得
が
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

今
回
の
料
金
改
定
に
反
対
す
る

も
の
で
す
。
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9
月
定
例
会
10
月
3
日
最
終
日
、
討
論
と
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。
藤
田
議
員
の
水
道
料
金
引
上
げ
の
条
例
改
正
案
反
対
討
論
を
掲
載
し
ま
す
。

藤
田
議
員
の
水
道
料
金
引
上
げ
反
対
討
論

平
均
家
庭
に
厳
し
い
改
定

雑
感

7
月
か
ら
農
用
地
最
適
化
推
進
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
私
の
地
域
で
は
い
く
つ
か

の
自
治
会
で
の
持
ち
回
り
で
選
出
さ
れ
ま
す
。
推
進
委
員
は
農
業
委
員
に
協
力
し
、
地
域
の

農
用
地
を
守
る
活
動
を
す
る
組
織
で
す
。
今
年
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
農
地
の
管
理
を
す
る
事

業
に
取
り
組
み
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
多
い
推
進
委
員
で
は
、

無
理
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
し
、
こ
ん
な
こ
と
で
農
地
を
守
れ
る
の
か
と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
。
昨
日
は
、
か
な
ん
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
一
緒
に
近
江
地
区
の
箕
浦
で
6
月
に
植

え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
耕
作
放
棄
地
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。
子
ど
も
達
は
大
変
大
喜
び
で
、
大
き
な
ツ
ル
付
の
芋
を
子
ど
も
同
士
で
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
（
ふ
）

議員名 会 派 名

第53号放課
後児童クラ
ブ条例一部
改正案

第54号奨
学金条例
一部改正

案

第55号水
道条例一
部改正案

第5 5号に
対 す る 付
帯決議

山脇正孝 日本共産党市議団 × 〇 × ×

藤 田 正 雄 日本共産党市議団 × 〇 × ×

山 口 久 志 天翔クラブ 〇 〇 〇 〇

鹿 取 和 幸 天翔クラブ 〇 × 〇 〇

磯 谷 晃 天翔クラブ 〇 × 〇 〇

矢 野 邦 昭 天翔クラブ 〇 × 〇 〇

今 中 力 松 天翔クラブ 議長 議長 議長 議長

中 川 松 雄 天翔クラブ 〇 × 〇 〇

鍔 田 明 天翔クラブ 〇 〇 〇 〇

中 川 雅 史 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇 〇

堀 江 一 三 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇 〇

山 本 克 巳 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇 〇

吉田周一郎 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇 〇

振 角 大 祐 無会派 × 〇 〇 〇

細 野 正 行 無会派（公明党） × 〇 〇 〇

結 果 可決 可決 可決 可決

県
下
で
非
常
に
高
い
水
道
料
金

近
江
地
区
と
の
格
差
広
が
る

意
見
が
分
か
れ
た
４
つ
の
議
案


